
DATA SHEET

FortiManager
ネットワークオペレーションの自動化 / 集中管理

フォーティネットのすべてのデバイスは、
単一コンソールの一元管理システムから管
理できます。FortiManagerは、ネットワー
クを完全に可視化し、プロビジョニングの
合理化と革新的な自動化を実現するツール
を提供します。

フォーティネット セキュリティ ファブリック 

との統合により、セキュリティアーキテク
チャと FortiManagerの自動化されたネット 

ワーク オペレーション機能が基盤となっ
て、SD-WANのプロビジョニングや監視と
いったネットワークセキュリティの保護と
最適化が実現します。

オーケストレーション：オンプレミス
およびクラウドのセキュリティデバイ
スとシステムのオーケストレーション
によって、ネットワークのプロビジョ
ニング、セキュリティポリシーの更新・
変更の管理を合理化します。

自動化：時間を要するプロセスを自動

化してワークロードを加速させること

で、NOC-SOCのオフロード、管理タ

スクの削減、そして人材不足の解消を

実現します。

最適な可視性：正確な検知、相関付け

の自動化、迅速なレスポンスの各機能

を活用し、1つのロケーションからデ

ジタルの攻撃対象領域全体の可視性、

増え続けるサイバー脅威の認識度を最

適化します。

主な機能と特長
単一コンソールによる管理

 § FortiGate、FortiAnalyzer、FortiSwitch、FortiAP、FortiClientを
含むすべてのフォーティネット製品を管理

ポリシーとデバイスの集中管理

 § 最大100,000台のデバイスとポリシーを、FortiManagerの単一
コンソールから集中管理

ゼロタッチプロビジョニング

 § フォーティネットのFortiGate、FortiSwitch、FortiAPのワーク
フローと構成を自動化

セキュアSD-WANのプロビジョニングと監視

 § 1つのコンソールからネットワーク、支社、キャンパスにわた
るセキュアSD-WANのプロビジョニングと監視が可能

マルチテナント / 管理ドメイン（ADOM）

 § ADOMを活用して顧客データを分離し、ドメインを管理する
ことで、コンプライアンスと効率的な運用を実現

セキュリティの自動化

 § REST API、スクリプト、コネクタによる自動化、さらにオー
トメーションステッチ（ワークフローの自動化）を活用し
て、複雑さとコストを削減

エンタープライズクラスの可用性と統合

 § 合理化されたソフトウェアで最大5ノードまでの自動バック
アップ、そして管理対象デバイスすべてのセキュリティアップ
デートの自動化
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ハイライト

オートメーションとオーケストレーションの一元化
フォーティネット セキュリティ ファブリックは、高度なセキュリティ管理機能を提供し、統一されたエンドツーエンドの保護を実現します。フォー

ティネット製品で構成されたセキュリティインフラストラクチャを導入することで、高度な脅威からの保護が可能になります。FortiManager をさ

らに追加すれば、さまざまな拠点を含むエンタープライズ環境全体を一元管理できるようになり、ネットワーク全体のトラフィックや脅威に対す

る実用的インテリジェンスの活用も可能になります。

FortiManager は、高度な脅威を封じ込めることができるエンタープライズクラスの機能を提供します。また、業界トップクラスの拡張性を備えて

おり、最大で 100,000 台のフォーティネット製品を管理できます。さらに、一元的なロギングおよびレポート機能を提供する FortiAnalyzerを補

完的に追加することで、FortiManager は高度な性能を備えた包括的な集中セキュリティ管理ソリューションとなります。

SD-WANの一元配備と監視

テンプレートを使用した、SD-WANの強力な管理機能を利用できます。

リンクステータス、アプリケーションパフォーマンス、帯域幅の使用

量の可視化によって、SD-WANのリンクメンバー毎に SD-WANを監視

できるほか、WANプロバイダー毎のパフォーマンス監視グラフに SLA

の目標が明示されます。

構成と設定の管理

デバイス設定を一括構成： プロビジョニングテンプレートと高度な

CLIテンプレートを使用することで、多数のデバイスを効率的に管理

できます。リビジョンの管理や変更の監査機能を備えた自動デバイス

構成バックアップによって、日常の管理負荷が大幅に軽減されます。

ネットワークインフラストラクチャの一元管理

FortiGate、FortiSwitch、FortiAPを一元管理できます。VPN Manager

を利用することで、導入の簡素化や VPNコミュニティの一元プロビ

ジョニングが可能となるほか、VPN接続を Googleマップで監視する

こともできます。FortiAP Managerでは、単一コンソールから Google

マップを利用した FortiAPの構成、導入、監視が可能です。FortiClient 

Managerは、FortiClientの一元的な構成、導入、監視を可能にします。

マルチテナントとロールベースの管理

FortiManagerでは、デバイスやロールに基づくきめ細かい管理が可能

であるため、マルチテナントアーキテクチャを大規模エンタープライ

ズ環境に導入し、階層型オブジェクトデータベースを活用して、共通

する構成の再利用や複数の顧客に対するサービスの提供が可能になり

ます。さらに、ADOMを簡単に表示、作成、管理可能な GUIも備え

ています。ADOMを利用することで、個々のセキュリティ環境を管理

し、ADOM毎に固有のセキュリティポリシーや構成データベースを指

定できます。FortiManagerは、デバイスの論理的または地理的なグルー

プ化による柔軟な管理が可能で、テンプレートを使用したゼロタッチ

展開によるデバイスのプロビジョニングによって、大規模環境の迅速

な導入展開が実現します。ファイアウォールオブジェクト、ポリシー、

セキュリティプロファイルなどのグローバルオブジェクトを定義して、

複数の ADOMで共有することもできます。さらに、詳細な実行権限を

利用して、ロールベースや職務ベースで ADOM、デバイス、ポリシー

をユーザーに割り当てることもできます。

自動化とオーケストレーションを可能にする API

RESTful APIを利用して、MSSPや大規模企業が自社ブランドを使って

カスタマイズしたWebサイトを作成し、ポリシーやオブジェクトを

管理できます。また、新しい FortiGateのプロビジョニングや既存デ

バイスの構成などの共通タスクを自動化することもできます。Fortinet 

Developer Network（FNDN）にご参加いただくと、自動化やカスタマ

イズに関する会員向け情報やハウツーコンテンツ、コミュニティ内で

開発されたツール、スクリプト、サンプルコードなどを利用できるよ

うになります。
セキュリティポリシーの管理

一般的に使用するセキュリティポリシーをポリシーブロックにグルー

プ化し、必要に応じて異なるポリシーパッケージに挿入できます。

グローバルポリシー機能により、電気通信事業者、MSSP、SaaSプロ

バイダーなどの企業が、すべてまたは選択したポリシーパッケージに

対して ADOMレベルでヘッダーやフッターのポリシーを必要に応じて

適用できます。

FortiGuard Labs のセキュリティコンテンツのローカルでの 

ホスティング

セキュリティコンテンツをローカルでホスティングすることで、管理

者によるセキュリティコンテンツアップデートの制御が容易になり、

レーティングデータベースの応答時間が短縮されます。サポートして

いる機能としては、アプリケーション制御や不正侵入防御のアップデー

ト、脆弱性管理、アンチスパム、アンチウィルス、およびWeb フィル

タリングのアップデートなどが挙げられます。
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ハイライト

FortiManager VM
FortiManager VMは、積み上げ方式のライセンスモデルで提供されているため、環境の拡大に合わせて VMソリューションを拡張できます。仮想

化テクノロジーを活用する FortiManager VMは、FortiManagerハードウェアアプライアンスのソフトウェアバージョンであり、多くの仮想化プラッ

トフォームで動作するように設計されています。FortiManager VMでは、FortiManagerハードウェアアプライアンスのすべての機能が提供されます。

FortiManager仮想アプライアンスによって、許容可能な使用ポリシーの監視および維持に必要な労力が最小化され、特定された攻撃パターンに基

づいてセキュリティポリシーを細かく調整し、将来的な攻撃に備えることが可能になります。

技術仕様
FortiManager仮想アプライアンス FortiManager  

VM-BASE
FortiManager  
VM-10-UG

FortiManager  
VM-100-UG

FortiManager  
VM-1000-UG

FortiManager  
VM-5000-UG

システム性能

管理デバイス数 / VDOM 数（最大）1、2、3 10 + 10 + 100 + 1,000 + 5,000

ストレージ 4 100 GB 200 GB 1 TB 4 TB 8 TB

ログ処理 GB / 日 4 1 2 5 10 25

シャーシ管理

仮想マシン

サポートするハイパーバイザー VMware ESX / ESXi 5.0 / 5.1 / 5.5 / 6.0 / 6.5 / 6.7、Microsoft Hyper-V 2008 R2 / 2012 / 2012 R2 / 2016、 
Citrix XenServer 6.0 以降およびOpen Source Xen 4.1 以降、Redhat 6.5 以降および Ubuntu 17.04 上の KVM、 

Amazon Web Services（AWS）、Microsoft Azure、Google Cloud（GCP）、Oracle Cloud Infrastructure（OCI）、Alibaba Cloud (AliCloud)

仮想 CPU数（最小 / 最大） 2 / 無制限

仮想 NIC枚数（最小 / 最大） 1 / 4

ストレージ容量（最小 / 最大） 100 GB / 16 TB

メモリ（最小 / 最大） 4 GB / 無制限（64-bit の場合）

高可用性（HA） ○

1 仮想UTM（VDOM）毎に1ライセンスとしてカウントされます。   
2 現在のソフトウェア上の制限はデバイス、仮想管理（ADOM）、管理Webポータル数、Webポータルユーザー数、それぞれ10,000です。
3｢+｣は、デバイスのアドオンライセンスが購入可能であることを意味しています。
4 ストレージ容量とログ処理GB / 日については、積上げ式のライセンス体系ではありません。これらの値は購入したライセンスで利用できる最大値です。 

統合およびセキュリティ ファブリック

ITSM（ServiceNow）との統合を通じて、セキュリティイベントの減

災、構成の変更、ポリシーのアップデートの適用が可能になります。

FortiAnalyzerアプライアンスとのシームレスな統合により、ネットワー

クセキュリティイベントの綿密な検知、分析、優先順位付け、および

レポート作成の機能を提供します。ファブリックコネクタを作成する

ことで、pxGrid、OCI、ESXiなどを利用してサードパーティベンダー

製品と接続し、データの共有や交換が可能になります。

FortiManagerの監査とコンプライアンスのワークフローでは、ポリ

シー変更のレビュー、承認、監査を一箇所から実行できます。自動化

プロセスによるポリシーのコンプライアンス、ポリシーのライフサイ

クル管理、ポリシーの変更によるリスクを軽減するワークフローの強

制などが可能になります。

監視とレポートによる詳細な可視化

セキュリティやネットワークの重要な統計へのアクセスが可能になる

とともに、リアルタイムの監視やレポート機能の統合によって、ネッ

トワークやユーザーの活動を可視化します。さらに強力な分析を行う

場合は、FortiAnalyzerアプライアンスと組み合わせることで、追加の

データマイニングやグラフィカルなレポート機能も利用できます。

ネットワーク / セキュリティオペレーションの可視性

セキュリティ（SOC）ワークフローとオペレーション（NOC）ワーク

フローの自動データ交換によって、単一の完全なワークフローが作成

されるため、時間を節約できるだけでなく、インシデント対応を追加

してアクションを完結させることもできます。FortiManagerの NOC-

SOC運用管理機能によって高度なデータの視覚化が実現し、アナリス

トが点を結び付けて迅速に脅威を識別できるようになるため、データ

の侵害や外部への持ち出し、感染ホストの減災が容易になります。
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FortiManager 200F FortiManager 300E FortiManager 300F FortiManager 1000F

システム性能 

管理デバイス数 / VDOM数（最大）1 30 100 100 1000

持続ログレート 50 50 50 50

ログ処理 GB / 日 2 2 2 2

ハードウェア仕様 

ストレージ容量 8 TB（2 x 4 TB） 12 TB（4 x 3 TB） 16 TB（4 x 4 TB） 32 TB（8 x 4TB）

総ストレージ容量（デフォルトRAID構成時） 4 TB 6 TB 8 TB 24 TB

RAIDストレージ管理 ○（0、1） ○（0、1、5、10） ○（0、1、5、10） ○（0、1、5、6、10、50、60）

デフォルトの RAID 1 10 10 50

形状 ラックマウント（1 RU） ラックマウント（1 RU） ラックマウント（1 RU） ラックマウント（2 RU）

インタフェース 2 x RJ45 GbE、2 x SFP 4 x GbE 4 x RJ45 GbE、2 x SFP 2x RJ45 10GbE、2x SFP+

シリアル管理コンソールインタフェース RJ45 DB-9 RJ45 DB-9

リムーバブル HDD ―

冗長電源（ホットスワップ対応） ― ―   *

シャーシ管理

サイズ 

高さ x 幅 x 奥行 44 x 432 x 380 mm 43 x 437 x 503 mm 44 x 443 x 563 mm 89 x 437 x 650mm

重量 8.6 kg 14.1 kg 13.0 kg 15.42 kg

環境要件 

AC電源 100 ～ 240 V、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz

消費電力（平均 / 最大） 65 W / 130 W 93 W / 133 W 108 W / 186 W 192.5W / 275W

放熱 445 BTU/h 456 BTU/h 634 BTU/h 920 BTU/h

動作温度 0 ～ 40 ℃ 5 ～ 35 ℃ 0 ～ 40 ℃ 10 ～ 35 ºC

保管温度 -35 ～ 70 ºC -40 ～ 60 ℃ -35 ～ 70 ℃ -40 ～ 60 ºC

湿度 20 ～ 90 %（結露しないこと） 8 ～ 90%（結露しないこと） 20 ～ 90 %（結露しないこと） 8 ～ 90%（結露しないこと）

動作高度 最高 2,250 m 最高 3,000 m 最高 2,250 m 最高 2,250 m

準拠規格

準拠規格 FCC Part 15 Class A、C-Tick、
VCCI、CE、UL / cUL、CB

FCC Part 15 Class A、C-Tick、
VCCI、CE、BSMI、KC、 
UL / cUL、CB、GOST 

FCC Part 15 Class A、C-Tick、
VCCI、CE、BSMI、KC、 
UL / cUL、CB、GOST 

FCC Part 15 Class A、C-Tick、
VCCI、CE、UL / cUL、CB

技術仕様

1 仮想 UTM（VDOM）毎に 1ライセンスとしてカウントされます。 
グローバルポリシーおよび高可用性はすべてのモデルでサポートされています。 
*オプションの冗長 AC電源は含まれません。
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FortiManager 2000E FortiManager 3000F FortiManager 3700F

システム性能 

管理デバイス数 / VDOM数（最大）1、2 1,200 + 4,000 + 10,000

持続ログレート 50 150 150

ログ処理 GB / 日 2 10 10

ハードウェア仕様 

ストレージ容量 36 TB（12 x 3 TB） 48 TB（16 x 3 TB） 240 TB（60x 4 TB）

総ストレージ容量（デフォルトRAID構成時） 30 TB 42 TB 216 TB

RAIDストレージ管理 ○（0、1、5、6、10、50、60） ○（0、1、5、6、10、50、60） ○（ 0、1、5、6、10、50、60）

デフォルトの RAID 50 50 50

形状 ラックマウント（2 RU） ラックマウント（3 RU） ラックマウント（4 RU）

インタフェース 4 x GbE、2 x 10 GbE SFP+ 4 x GbE、2 x 10 GbE SFP+ 2 x 10GbE SFP+、2 x 1GbE RJ-45

シリアル管理コンソールインタフェース DB-9 DB-9 DB9

リムーバブル HDD

冗長電源（ホットスワップ対応）   3

シャーシ管理

サイズ 

高さ x 幅 x 奥行 89 x 437 x 648 mm 132 x 437 x 648 mm 178 x 437 x 767 mm

重量 26.3 kg 34.5 kg 54.6 kg

環境要件 

AC電源 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz 100 ～ 240 V AC、50 ～ 60 Hz

消費電力（平均 / 最大） 293.8 W / 354 W 449 W / 541 W 850 W / 1423.4 W

放熱 1,209 BTU/h 1,846.5 BTU/h 4858 BTU/h

動作温度 10 ～ 35 ℃ 10 ～ 35 ℃ 10 ～ 35° C

保管温度 -40 ～ 70 ℃ -40 ～ 70 ℃ -40 ～ 70° C

湿度 8 ～ 90%（結露しないこと） 8 ～ 90%（結露しないこと） 8 ～ 90%（結露しないこと）

動作高度 最高 2,250 m 最高 2,250 m 最高 2,250 m

準拠規格

準拠規格 FCC Part 15 Class A、C-Tick、VCCI、
CE、UL / cUL、CB

FCC Part 15 Class A、C-Tick、VCCI、
CE、BSMI、KC、UL / cUL、CB、GOST

FCC Part 15 Class A、C-Tick、VCCI、
CE、BSMI、KC、UL/cUL、CB、GOST

技術仕様

1 仮想 UTM（VDOM）毎に 1 ライセンスとしてカウントされます。 
グローバルポリシーおよび高可用性はすべてのモデルでサポートされています。 
2 「+」は、デバイスのアドオンライセンスが購入可能であることを意味しています。（FMG-3000F：最大 8,000台まで、FMG-3700F：最大 100,000台まで） 
3 200V～ 240Vの電源に接続する必要があります。
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